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「卵成熟 と排卵の内分泌制御メカニズムー魚類卵を中心 として」
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魚類 の卵巣は発生初期 にエス トロゲン(エ ス トラジオールー17β、E2)な どの働きで形成 され る、
その後 もE2は卵 の成 長(卵 黄形 成)を 促進す るのみな らず、卵 巣の維持 にも不可 欠であ る。最近 の
研究 か ら、成魚 の卵巣でE2生成を抑制す ると卵巣は崩壊 し、新たに精巣が形成 され ることがわか った。
FSHIE2の働 きによ り卵黄 を十分 に蓄積 した卵は新 たなホルモン刺激 を受 けて成熟す る。 カエ ル、
魚類、 ヒ トデで卵成熟 の制御機構 に関す る研究が進ん でお り、 これ らの動物 の卵成 熟は3種の因子 、
1)第 一次 因子 一生殖腺 刺激 ホルモン(GtH、脊椎動 物ではLH)、2)第 二次 因子 一卵成 熟誘起 ホ
ルモ ン(MIH)、3)第 三次 因子 一卵成熟 促進 因子(MPF>、 によ り制御 され る。 この うち、MPF
(サイク リンBとcdc2の複合体)の 活性 は生物種 を超 えて共 通であ る.脊 椎動 物で唯一、魚 類でMIH
が単離、 同定 され て いる(多 くの魚種 で17α,20β一dihych℃xy-4-1〕regllel1-3-011e、DHPと略).DHP
はLHの 作用の もと卵濾胞 組織 を構 成す る黄膜細胞 と穎粒膜細 胞 との協 同作用 で生成 され る(2細 胞
型モデル)。卵成熟 の直前 の両細胞 ではDHPの生成 に向けた急激 なステ ロイ ド生成 系の転換 が起 こる
が、 この鍵 となるのは2種の ステ ロイ ド代謝酵素(P450c17と20β一HSD)であ る。DHPは 卵表面 に
局在す る膜 受容体 を介 してMPFの 生成を促す。一方、DHPは 排卵 にも重要 な役害fを果 たすが、 この
作用 は核受容体 を介 する。
最近我 々は、棘皮動物 の イ トマキ ヒ トデの放 射神経 から1.Hと同様 の卵成 熟誘起 作用を示すGtHを
無脊椎動物 では じめて単離、 同定す ることに成功 した。 ヒ トデ のGtHはA鎖とB鎖 がシスチンで架橋
され た分子量4,737のペプチ ドであ り、驚 くことに、 ヒ トの リラキ シン(妊 娠 や分娩 を助 け るホルモ
ン)に 類似 した神経ペ プチ ドであ ることがわか った。 化学 合成 した ヒ トデ の リラキシン様GtHを注射
され た成熟間近の雌 ヒ トデは、特 徴あ る産卵 行動 を示 した後間 もな く、卵成熟 と排卵の過程 を終えた
成熟卵を多量 に放出 した。
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